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宇宙空間における活動を通じてもたらされる経済・社会の変革。
衛星データ利用は、地球上の様々な課題の解決に貢献し、より豊かな経済・社会活動を実現へ期待。

H3ロケットの打上げ 
©JAXA

宇宙空間へのアクセス

低コストでのアクセスを実現する
ロケットの技術開発・商用化の進展

衛星利用へのアクセス

高頻度での地球観測を実現する
衛星コンステレーション技術の進展

準リアルタイムな情報取得を実現する
AI等の衛星データ解析技術の進展

© Planet © キヤノン電子

データ/情報へのアクセス

スペース・トランスフォーメーション（SX）について
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宇宙空間における活動を通じてもたらされる経済・社会の変革。
衛星データ利用は、地球上の様々な課題の解決に貢献し、より豊かな経済・社会活動を実現へ期待。

宇宙空間へのアクセス 衛星利用へのアクセス データ/情報へのアクセス
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© Planet
3

農業 都市 防災 森林 土地利用

スマート農業・農作物分類・
圃場基盤整備

固定資産にかかる土地利用
分類・インフラ管理等

都市・河川・砂防にかかる
防災計画の更新

松枯れ・ナラ枯れ等の
予報に向けた森林状況把握

土地判読・地形基盤情報

利用例

低コストでのアクセスを実現する
ロケットの技術開発・商用化の進展

高頻度での地球観測を実現する
衛星コンステレーション技術の進展

準リアルタイムな情報取得を実現する
AI等の衛星データ解析技術の進展

スペース・トランスフォーメーション（SX）について
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高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

フィードバック

技術開発

令和5年度～5か年
(令和9年度末)
文部科学省 

宇宙開発利用加速
化戦略プログラム

社会実装につながる衛星データ活用について、ツール開発、三次元情報のプラットフォーム構築などを行う。
一定地域で実証し、行政及び民間ユーザの利用を定着させ、国内外への横展開による産業拡大を目指す。
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高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

令和5年度～5か年
(令和9年度末)
文部科学省 

宇宙開発利用加速
化戦略プログラム

社会実装につながる衛星データ活用について、ツール開発、三次元情報のプラットフォーム構築などを行う。
一定地域で実証し、行政及び民間ユーザの利用を定着させ、国内外への横展開による産業拡大を目指す。

① 光学衛星データを活用した行政DX等の国内
外の利用実証
行政DX等に向けて衛星データ活用パッケージ
（データセット・アルゴリズム・ツール等）を標準化
し、利用者を巻き込んで社会実装を行う。

フィードバック

技術開発
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高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

令和5年度～5か年
(令和9年度末)
文部科学省 

宇宙開発利用加速
化戦略プログラム

社会実装につながる衛星データ活用について、ツール開発、三次元情報のプラットフォーム構築などを行う。
一定地域で実証し、行政及び民間ユーザの利用を定着させ、国内外への横展開による産業拡大を目指す。

フィードバック

技術開発

② 三次元データを活用したデジタルツイン
生成技術の開発
日本が強みを有する衛星の三次元情報を活
かしデジタルツインの試験プラットフォーム
を構築し、行政・民間DX等の実証を行う。
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高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

令和5年度～5か年
(令和9年度末)
文部科学省 

宇宙開発利用加速
化戦略プログラム

社会実装につながる衛星データ活用について、ツール開発、三次元情報のプラットフォーム構築などを行う。
一定地域で実証し、行政及び民間ユーザの利用を定着させ、国内外への横展開による産業拡大を目指す。

③ 光学とSARの融合による衛星観測情報
の高度化
光学衛星データ、SARデータ、航空機等の
センサの解析を融合することで、多様な環境
で展開が可能なソリューションを創出する。

フィードバック

技術開発
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高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

社会実装につながる衛星データ活用について、ツール開発、三次元情報のプラットフォーム構築などを行う。
一定地域で実証し、行政及び民間ユーザの利用を定着させ、国内外への横展開による産業拡大を目指す。

フィードバック

技術開発
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テーマ 2023 2024 2025 2026 2027

行政DX等の
国内外の
利用実証

デジタルツイン
生成技術の開発

光学とSARの
融合による情報

の高度化

高分解能光学衛星データ収集・整備

国内外での利用実証、衛星システムと連携した検証

ニーズ調査に基づく衛星データ活用パッケージの開発と改良

高精度な三次元データ解析技術の開発と検証

デジタルツイン試験PFの構築 デジタルツイン試験PFの機能拡張、利用実証

SAR等の衛星データ収集・整備

光学とSAR等のデータ融合技術
の開発、検証、高度化

国内外での利用実証、主な利用分野での社会実装

高分解能光学衛星データ収集・整備
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• 2023-2024年度に、ニーズ調査に基づくデータ活用パッケージおよびデジタルツイン
の試験プラットフォームを開発。

• 2024年度から、技術開発と並行して、国内外の利用実証と社会実装を段階的に実施。
• 2026年度から、衛星コンステレーション等と連動した利用実証、社会実装を目指す。

高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証
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目指す姿 | 次世代衛星ミッションに向けた取り組み（CONSEO）

広域な高精度3D
地形情報

(DSM, DTM)

地盤状況

樹高・樹冠

土地利用状況 被災状況把握

LCP: Laser Control Point

レーザー高度計測

小型光学衛星
コンステレーション

小型衛星

LCP衛星
次世代衛星技術の実現
・小型衛星コンステレーション
・レーザー高度計測

世界全土のデジタル3D地図

世界130カ国以上
3500以上のプロジェクト実績
により世界中のニーズを把握

国土レベル⇒都市レベルの管
理にデジタル3D地図を活用
し、デジタルツインコンピュー
ティング基盤とする。

デジタルツイン衛星システム 実現されるデジタルツインの世界

世界最高水準のデジタル3D/4D地図
・高精度/高頻度
・デジタルツインの世界

次世代衛星システムにおいて、小型衛星コンステレーション、レーザー高度計測技術等の段階的な開発に
より、世界最高水準のデジタル3D地図の提供を可能とするデジタルツイン衛星ミッションの実現を目指す。
さまざまな社会課題を解決し、国内外の多様な公共・産業で活用可能なデジタルツイン環境の提供を実現。
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デジタルツイン技術について

現実のリアルな世界を、IoTセンサなどを使って、デジタル空間上へ、素早く正確に再現するテクノロジー。
現在、将来に何が起きるか把握、予測したうえで、現実空間での計画や対応に反映させることができる。

実用化が始まっているデジタルツイン利用

https://www.mlit.go.jp/plateau/

https://www.aw3d.jp

DIGITAL TWINS 
Very High Impact
1-3 Year Range.
非常に大きいインパクト
今後１ - ３年
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数年後に本格的な実現が見込まれる、小型衛星コンステレーションについて、従来は難しかった
高精度な地図化、3次元/4次元化（時間軸を加えた３D化）が可能な解析技術を新たに開発。

文部科学省 宇宙開発利用加速化戦略プログラム: 高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

2024年1月5日 2024年1月24日 2024年3月9日

© 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved. © 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved. © 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved.

デジタルツイン生成技術 | 小型光学衛星を活用した３D・４D化



© 2024 NTT DATA Japan Corporation 13

変化前（2024年1月5日） 変化後（2024年3月9日） DSMの差分（2024年1月～3月）

文部科学省 宇宙開発利用加速化戦略プログラム: 高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

© 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved. © 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved. © 2024 BlackSky Technology Inc. All Rights Reserved.

デジタルツイン生成技術 | 小型光学衛星を活用した３D・４D化

数年後に本格的な実現が見込まれる、小型衛星コンステレーションについて、従来は難しかった
高精度な地図化、3次元/4次元化（時間軸を加えた３D化）が可能な解析技術を新たに開発。
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2023/12/25～28
富士山

© NTT DATA Japan, Included © ICEYE
小型SARデータから生成された３Dモデル

文部科学省 宇宙開発利用加速化戦略プログラム: 高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

デジタルツイン生成技術 | 小型光学衛星を活用した３D・４D化

数年後に本格的な実現が見込まれる、小型衛星コンステレーションについて、従来は難しかった
高精度な地図化、3次元/4次元化（時間軸を加えた３D化）が可能な解析技術を新たに開発。
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連携システム
GIS/CAD/

シミュレーション等

解析
機能

変換
機能

表示
機能

撮影
機能

地理空間情報
プラットフォーム

衛星
コンステレーション

建設・土木

防災

森林

都市・インフラ

交通

３D・４Dデータ生成

実証分野デジタルツインPF

文部科学省 宇宙開発利用加速化戦略プログラム: 高分解能光学衛星のデータ解析技術の研究と利用実証

デジタルツイン生成技術 | 試験プラットフォーム

数年後に本格的な実現が見込まれる、小型衛星コンステレーションについて、従来は難しかった
高精度な地図化、3次元/4次元化（時間軸を加えた３D化）が可能な解析技術を新たに開発。
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